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コブヒトデモドキ Pentaceraster alveolatus 

(Perrier, 1875)は、フィリピン、インドネシア、

メラネシア、ニュ－カレドニア、西オ－ストラ

リアなど広く熱帯海域に生息し、わが国では、

通常、屋久島以南の水深 25ｍ以浅に生息する（奥

谷ほか, 1994; Gosliner et al., 1996; 佐波ほか, 

2002）。本種は和歌山県白浜町番所崎および京都

大学瀬戸臨海実験所北浜で、低水温の冬季から

初春に、衰弱あるいは死亡直後に３個体が打ち

上げられたことがある（久保田ほか, 2007）。同

じ白浜町の他の場所（中大浜）では、色の失わ

れた個体が打ち上がった（久保田・樫山, 2009）。  

本種の大きさは、本来の生息地では輻長が 20 

cm になる（佐波ほか, 2002）が、白浜町沿岸で

は、通常、その半分くらいの大きさで小型であ

る。特徴は体がかたく、腕の先に太い黄色の棘

が点にある。盤や腕の色は、２個体は朱暗褐色

で屋久島産のものと同様であったが（奥谷ほか, 

1994）、他の１個体は鶯色を呈しフィリピン産の

ものと同様の色彩であった（Gosliner et al., 1996）。

他の色彩変異としては、沖縄島産のものに青色

の個体が記録されている（佐波ほか, 2002）。 

今回、2010 年 5 月 2 日、北浜の洞門で鶯色の

生きた小型個体が発見され、京都大学瀬戸臨海

実験所内で小型の飼育水槽で流水飼育を継続し

た（水温はコントロールせず自然海水のまま）。

ところが、2011 年の冬期の低水温のため冬越し

できず、死亡したので報告する。 

この個体は 2011 年 2 月 20 日に低水温で（２

月の最低水温 12.5℃: 京都大学瀬戸臨海実験所, 

2011)、衰弱した（図１）。 

 

図 1.  2011 年 2 月 20 日に低水温で衰弱した 
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